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保川地点水生生物調査及び基本設計 

 
１．調査の目的 
   保川発電所(仮)の水利使用申請に必要となる維持放流量算定の基礎資料とするため、季別の水生生物調査を
実施する。 

   発電所建設を前提として、既往概略設計を参考に更なる有効落差の拡大、並びに仮設及び工法を加味した水
路線形の再検討を行い諸施設の形状を決定する。 

 
２．調査の内容 
  （１） 事業者名 
     山梨県企業局 
  （２） 事業名 
     保川地点水生生物調査及び基本設計 
  （３） 事業期間 
     平成 28 年 8 月 2 日 ～ 平成 29 年 2 月 16 日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 
     a.型   式 ： 水路式 
     b.使用水量 ： 1.36m3/s 

c.有効落差 ： 90.35ｍ 
d.出   力 ： 1,000kW 

 
３．平成 28 年度の事業実施概要 
     ① 基準測線の選定 
      現地を調査し、水生生物調査候補地の抽出及び最適地点の比較検討を実施する。 
     ② 水生生物の状況調査 
      水生生物調査は合計３回の調査を予定しており、その内１回目の調査を実施した。 
      各地点にてアマゴの生息を確認した。聞取りによりイワナ、カジカ（底生魚）が生息する可能性があり、 
     次回以降の調査にて生息の可能性を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
     
 
 
 
 

 
４．調査の成果等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．事業スケジュール 

調査内容 H28 年度 H29 年度 

基準側線の選定   

水生生物の状況調査   

生息状況に応じた必要水深
の文献調査 

 
 

各種環境規制の規制範囲と発
電計画範囲の適応状況確認 

 
 

水路線形の策定   

水路工作物の基本設計   

電気工作物の基本設計   

仮設計画の策定   

河川法に基づく水利使用申請
書作成に必要となる資料作成 

 
 

事業費の算定   

 

 
        写真１ 調査候補地の抽出         写真２ 調査手法（投網） 

 
          写真３ 調査結果          写真４ 水温・水質測定 

 

考察 


